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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
雇
用
危
機
を 

 
前
に
い
ま
こ
そ
分
断
を
超
え
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
範
な
団
結
を 

 
 
 

脇
田 

滋 

代
表
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

龍
谷
大
学
名
誉
教
授 

 

真
っ
先
に
雇
用
を
失
う
派
遣
労
働
者 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
っ
て
、
再
び
「
派
遣
切
り
」
が
広
が
り

始
め
て
い
る
。
３
月
、
非
正
規
会
議
（
正

式
名
、
非
正
規
労
働
者
の
権
利
実
現
全
国

会
議
）
の
ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
派

遣
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
最
も
不
安
定
で

弱
い
立
場
で
働
く
人
か
ら
切
実
な
声
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
労
組
や
弁
護
士
の
数
多

く
の
労
働
相
談
で
も
非
正
規
雇
用
の
労
働
者

の
同
様
な
訴
え
が
集
中
し
て
い
る
。 

 

５
月
に
な
っ
て
、
朝
日
新
聞
（
１
８

日
）
は
、
５
月
末
の
契
約
期
間
終
了
で
、

多
く
の
派
遣
労
働
者
が
雇
用
を
失
う
と
予

想
し
、
登
録
型
派
遣
の
弊
害
を
報
道
し

た
。
製
造
業
の
現
場
で
働
い
て
い
た
外
国

人
派
遣
労
働
者
が
、
真
っ
先
に
人
員
整
理

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋

の
報
道
番
組
「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

夫
婦
と
も
に
解
雇
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
派

遣
労
働
者
の
苦
悩
を
描
い
た
（
５
月
２
０

日
Ｂ
Ｓ
１
で
再
放
送
）
。 

  

「
毒
の
缶
詰
」
＝
派
遣
労
働 

 

私
は
、
８
５
年
、
中
曽
根
内
閣
が
「
労

働
者
派
遣
制
度
」
を
導
入
す
る
前
か
ら

「
こ
ん
な
制
度
が
で
き
れ
ば
、
労
働
法
が

形
骸
化
し
、
労
働
組
合
が
崩
壊
す
る
」
と

感
じ
、
派
遣
制
度
導
入
反
対
の
議
論
を
唱

え
る
こ
と
な
っ
た
。 

 

１
９
９
６
年
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
派
遣
労
働
者
の
悩
み
一
一
〇
番
」
を

設
置
し
て
メ
ー
ル
相
談
を
受
け
た
。
派
遣

法
施
行
１
０
年
目
、
全
国
か
ら
女
性
を
中

心
に
相
談
が
集
中
し
た
。
数
千
に
及
ぶ
数

多
く
の
メ
ー
ル
相
談
か
ら
、
派
遣
労
働
者

は
、
①
雇
用
不
安
定
、
②
同
一
労
働
差
別

待

遇
、
③

無

権

利
（
特

別

な

保

護

な

し
）
、
④
孤
立
（
未
組
織
）
と
い
う
四
つ

の
共
通
し
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
知
っ

た
。
派
遣
は
労
働
者
を
無
力
化
す
る
「
毒

の
缶
詰
」
だ
と
確
信
し
た
。 

 

こ
う
し
た
派
遣
労
働
者
の
実
情
は
余
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
法
改
正
を
推
進

す
る
政
府
は
、
派
遣
拡
大
の
障
壁
に
な
り

か
ね
な
い
実
情
調
査
を
回
避
し
た
。
本

来
、
労
組
が
派
遣
労
働
の
過
酷
な
実
情
を
踏

ま
え
て
問
題
提
起
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
労
働
界
も
派
遣
労
働
へ
の
関
心
は
高

く
な
か
っ
た
。
男
性
中
心
の
企
業
別
労
組

が
、
別
会
社
所
属
の
女
性
派
遣
労
働
者
を
組

織
す
る
例
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。 

 

施
行
１
０
年
を
経
て
、
派
遣
法
は
「
毒
の

缶
詰
」
の
蓋
を
大
き
く
広
げ
た
。
１
９
９
５

年
の
日
経
連
（
当
時
）
の
「
雇
用
三
分
化
」

論
が
代
表
す
る
「
新
自
由
主
義
」
が
日
本
の

雇
用
社
会
に
濁
流
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
た
。

政
府
・
財
界
は
、
９
６
年
改
正
で
派
遣
対
象

業
務
を
大
幅
拡
大
し
、
９
９
年
改
正
で
、
す

べ
て
の
業
務
を
原
則
と
し
て
派
遣
可
能
と
し

た
。
日
本
は
世
界
一
の
「
派
遣
労
働
大
国
」

「
非
正
規
労
働
大
国
」
に
な
っ
た
。 

 

「
派
遣
切
り
」
と
闘
え
な
か
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

労
働
者
分
断 

 

２
０
０
５
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
フ
リ
ー
タ
ー
漂

流
」
が
、
若
年
男
女
労
働
者
が
偽
装
請
負
＝

違
法
派
遣
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
報
道
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
も
、
若
い
男
性
が
「
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
よ
う
や
く
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
遅
ま

き
な
が
ら
規
制
緩
和
の
弊
害
が
社
会
問
題
化
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し
た
。
偽
装
請
負
の
広
が
り
を
黙
認
し
て

き
た
政
府
・
労
働
行
政
も
重
い
腰
を
上
げ

た
。 

 

し
か
し
、
２
０
０
８
年
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
で
製
造
大
企
業
は
、
大
量
の

「
派
遣
切
り
」
を
行
い
、
四
〇
万
人
超
の

労
働
者
を
無
慈
悲
に
切
り
捨
て
た
。
派
遣

を
安
上
り
に
利
用
し
膨
大
な
利
益
を
得
た

世
界
的
大
企
業
の
身
勝
手
な
振
る
舞
い
に

世
論
は
憤
激
し
、
０
９
年
総
選
挙
で
政
権

交
代
に
至
っ
た
。
総
選
挙
前
の
６
月
、
三

党
（
民
主
、
社
民
、
国
民
新
）
は
、
派
遣

法
抜
本
改
正
を
合
意
し
た
。 

 

し
か
し
、
「
派
遣
切
り
」
の
際
、
職
場

に
例
外
な
く
大
労
組
が
あ
っ
た
が
、
同
一

職
場
で
働
く
派
遣
労
働
者
の
雇
い
止
め
阻

止
に
、
労
組
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
で
抵
抗

し
た
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
正
社
員
雇
用

が
優
先
さ
れ
、
派
遣
労
働
者
は
見
捨
て
ら

れ
た
。
憲
法
２
８
条
は
団
結
権
を
認
め
る

が
、
派
遣
労
働
者
に
は
無
縁
で
あ
っ
た
。 

 

中
曽
根
内
閣
の
狙
い
で
あ
っ
た
「
労
働

者
分
断
」
は
、
２
０
年
後
、
現
実
と
な
っ

た
。
２
０
０
８
年
、
「
争
議
に
よ
る
労
働

損
失
日
数
」
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
、
米

国
（
一
九
五
万
日
）
、
仏
（
一
四
二
万

日
）
、
韓
国
（
八
一
万
日
）
に
対
し
て
、

日
本
は
わ
ず
か
一
万
日
で
あ
っ
た
。
各
国

労
組
は
人
員
整
理
に
争
議
で
対
抗
し
た

が
、
日
本
は
戦
前
よ
り
少
な
い
ス
ト
日
数

で
、
ほ
ぼ
闘
わ
な
か
っ
た
。 

 

民
主
党
政
権
の
２
０
１
２
年
、
派
遣
法

が
改
正
さ
れ
た
が
、
製
造
業
派
遣
と
登
録

型
派
遣
の
禁
止
な
ど
骨
格
部
分
が
抜
け

た
。
安
倍
政
権
で
は
逆
に
、
１
５
年
派
遣

法
改
正
で
、
１
２
年
法
を
後
退
さ
せ
、
派

遣
先
の
義
務
を
大
幅
に
縮
減
し
た
。
そ
し

て
、
派
遣
先
は
ほ
ぼ
無
制
限
に
派
遣
利
用

可
能
と
な
っ
て
、
他
に
類
例
の
な
い
「
異

形
の
派
遣
制
度
」
が
成
立
し
た
。 

 
労
働
者
全
体
を
代
表
す
る 

世
界
の
労
働
組
合 

 

新
型
コ
ロ
ナ
で
第
２
の
「
派
遣
切
り
」

の
大
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
多
く
の
感

染
者
を
出
し
た
イ
タ
リ
ア
は
、
欧
州
一
柔

軟
な
派
遣
制
度
が
２
０
０
３
年
に
導
入
さ

れ
た
が
、
労
働
総
同
盟
（
Ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｌ
）
が

派
遣
業
界
と
の
全
国
協
約
を
派
遣
労
働
者

に
適
用
し
、
業
界
出
資
で
派
遣
労
働
者
の

た
め
に
作
っ
た
福
祉
制
度
が
コ
ロ
ナ
の
弊

害
を
弱
め
て
い
る
。
労
組
が
、
派
遣
を
含

む
労
働
者
全
体
を
代
表
し
、
日
本
の
よ
う

な
労
働
者
分
断
を
許
し
て
い
な
い
。 

 

韓
国
で
は
第
一
労
総
の
民
主
労
総
が
、

労
組
支
援
で
違
法
派
遣
摘
発
で
闘
い
、
大

法
院
（
＝
最
高
裁
）
を
は
じ
め
派
遣
先
直

接
雇
用
の
勝
訴
判
決
を
連
続
し
て
獲
得
し

て
い
る
。
日
本
で
も
京
都
放
送
労
組
が
高

い
意
識
性
で
、
同
じ
職
場
で
働
く
派
遣
、

有
期
雇
用
、
個
人
請
負
の
仲
間
ら
の
た
め

に
、
正
社
員
化
や
均
等
待
遇
な
ど
多
く
の

成
果
を
獲
得
し
て
い
る
。 

「
今
日
の
正
規
は
、
明
日
は
非
正
規
」 

「
親
は
正
規
で
も
、
子
ど
も
は
非
正
規
」 

３
０
年
間
以
上
、
派
遣
法
の
危
険
性
と
、

団
結
を
訴
え
る
た
め
に
頻
繁
に
使
っ
て
き

た
表
現
で
あ
る
。 

労
働
組
合
は
、
い
ま

こ
そ
、
派
遣
法
の
邪
悪
な
狙
い
（
＝
労
働

者
分
断
）
を
見
抜
い
て
、
「
派
遣
切
り
」

を
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
雇
用
危
機
を
前

に
、
再
度
、
訴
え
た
い
。 

「
正
規
、
非
正
規
の
分
断
を
打
ち
破
り
、

広
く
団
結
し
て
労
働
者
全
体
の
雇
用
と
生

活
を
守
ろ
う
」 
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス(COVI

D
-19

）
と 

医
療
従
事
者
の
労
働
災
害 

 
 
 
 
 
 

中
西
翔
太
郎 

弁
護
士 

１ 

医
療
従
事
者
に
被
害
が
集
中 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
被
害

は
、
医
療
従
事
者
に
集
中
し
て
い
る
。
国

際
看
護
師
協
会
（
本
部
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
）
は
、
５
月
８
日
ま
で
に
、
世
界

全
体
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
死
亡
し
た
看
護
師
は
、
２
６
０
人
を
超

え
て
い
る
と
の
推
計
を
発
表
し
た
。
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
医
療
従
事
者
は
、
少
な

く
と
も
９
万
人
に
上
る
と
し
て
い
る
（
５

月
９
日
、
共
同
通
信
）
＊

１ 

。
日
本
で

も
、
医
療
従
事
者
等
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
労
災
請
求
件

数
は
、
全
体
の
８
割
を
占
め
る 

＊
２

。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
最
前
線
で
闘

う
医
療
従
事
者
の
生
命
と
健
康
、
労
働
安
全

衛
生
を
守
る
こ
と
は
喫
緊
の
要
請
で
あ
る
。 

２ 

医
療
従
事
者
の
発
症
は
原
則
労
災 

 
 

厚
生
労
働
省
は
、
医
療
、
介
護
従
事
者

に
つ
い
て
、
仕
事
以
外
で
の
感
染
が
明
ら

か
な
場
合
を
除
い
て
原
則
、
労
災
と
認
め

る
こ
と
を
決
め
た
（
令
和
２
年
４
月
２
８

日
基
補
発
０
４
２
８
第
１
号
）
。
感
染
経

路
が
特
定
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

り
、
医
療
現
場
な
ど
で
は
労
災
が
認
め
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
の

声
に
応
え
た
も
の
で
、
認
定
基
準
と
し
て

肯
定
的
な
評
価
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

３ 

声
を
上
げ
づ
ら
い 

医
療
現
場
の
雰
囲
気 

 

東
京
都
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
病
院
に
勤
務
し
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
看
護
師
が
、労

働
基
準
監
督
署
に
労
災
申
請
し
た
。
肺
炎
な

ど
の
症
状
が
あ
る
と
い
う
（
京
都
新
聞
、
５

月
１
５
日
）
。
看
護
師
の
代
理
人
で
あ
る
川

人
博
弁
護
士
に
よ
れ
ば
、申
請
を
し
た
看
護

師
に
対
し
て
、勤
め
先
病
院
か
ら
は
労
災
申

請
の
説
明
が
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
。ま
た
、

「
職
場
は
騒
ぐ
な
と
い
う
雰
囲
気
で
誰
に
も

相
談
で
き
な
か
っ
た
」
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
に
く
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
と
い
う
＊

３ 

。
し
か
し
、
医
療
従
事
者
の
安
全
を
守
る

こ
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
確
保
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
に
お
い
て
重
要
な
措

置
で
あ
る
と
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

の
健
康
に
関
す
る
部
署
の
専
門
家
は
指
摘
す

る 

＊
４

。 

４ 

バ
ン
ク
シ
ー
の
絵
を
他
山
の
石
に 

 

素
性
不
明
の
芸
術
家
バ
ン
ク
シ
ー
の
、

看
護
師
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
画
の
新
作

が
あ
る
。
こ
の
絵
は
、
子
ど
も
（
社
会
）

に
、
一
度
は
も
て
は
や
さ
れ
、
た
ち
ま
ち

粗
雑
に
捨
て
ら
れ
る
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
を
描

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
医
療
従
事
者
へ
の

敬
意
も
す
ぐ
に
忘
れ
る
世
間
を
皮
相
的
に

描
い
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｕ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
し
て

は
、
こ
の
絵
を
他
山
の
石
と
し
て
、
医
療

従
事
者
へ
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
医
療

現
場
が
労
働
環
境
改
善
と
労
災
認
定
の
声

を
上
げ
や
す
い
雰
囲
気
作
り
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

＊
１ 

https://news.y
ahoo.c

o.jp/a
rt

icl
es/

f4b45aa6
af8667

b17a62
cb9275

518df2
23

1
e
bc5

4
 

＊
２ 

５
月
１
８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
労
災
請
求
件
数
等 

ht
tps

://

w
ww.

mhl
w.g

o.j
p/c

ont
ent

/00
062

723
4.p

df
 

＊
３ 

h
ttp

s:/
/ww

w.k
yot

o-n
p.c

o.j
p/

a
rti

cle
s/-

/24
910

6 

＊
４ 

h
ttp

s:/
/il

obl
og.

org
/20

20/
04/

01/
fiv

e

-
way

s-t
o-p

rot
ect

-he
alt

h-w
ork

ers
-du

rin
g-

t
he-

cov
id-

19-
cri

sis
/ 
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深
刻
な
大
阪
の
自
治
体
職
場
、 

「
行
財
政
改
革
」
が 

す
す
め
て
き
た
も
の
は 

 
 

 
 

竹
中
道
子  

大
阪
自
治
労
連
副
委
員
長 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は 

多
く
の
問
題
を
顕
在
化 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

大
阪
で
は
５
月
１
９
日
現
在
、
１
７
７
４

人
が
感
染
し
、
７
１
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

感
染
が
疑
わ
れ
る
病
状
が
発
生
し
て
保
健

所
に
電
話
し
て
も
中
々
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
、
自
宅
待
機
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
な
ど

の
声
が
多
く
き
か
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
対
応
す
る
現
場
は
度
重
な
る

「
行
政
改
革
」
に
よ
り
人
も
予
算
も
削
減

さ
れ
つ
づ
け
、
住
民
に
寄
り
添
う
仕
事
が

し
た
く
で
も
で
き
な
い
状
況
に
お
い
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

病
院
職
場
や
保
健
所
、
衛
生
研
究
所
を

は
じ
め
と
し
て
、
保
育
所
、
学
童
保
育
、

清
掃
な
ど
感
染
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ
な
が

ら
、
マ
ス
ク
や
防
護
具
も
十
分
に
は
確
保

さ
れ
ず
、
長
時
間
、
そ
し
て
長
期
間
、
緊

張
度
の
高
い
仕
事
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

大
阪
の
保
健
所
は 

 

１
９
９
４
年
「
地
域
保
健
法
」
制
定

後
、
全
国
的
に
保
健
所
の
統
廃
合
と
人
員

削
減
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
阪
府

で
は
、
２
０
０
０
年
４
月
に
２
２
保
健
所

７
支
所
体
制
か
ら
１
５
保
健
所
１
４
支
所

へ
、
２
０
０
４
年
に
は
１
４
支
所
も
廃
止

し
、
１
５
保
健
所
へ
人
員
削
減
を
伴
う
大

幅
な
縮
小
「
再
編
」
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
中
核
市
へ
移
管
で
現
在
府

の
保
健
所
は
９
か
所
で
す
。
大
阪
市
で
は

２
０
０
０
年
４
月
に
各
区
２
４
あ
っ
た
保

健
所
が
１
保
健
所
２
４
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

と
大
幅
な
統
廃
合
が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
難
病
や
精
神
は
じ
め
業
務
量

は
増
大
し
て
る
の
に
人
員
は
増
や
さ
れ

ず
、
さ
ら
に
維
新
政
治
の
業
務
量
を
無
視

し
た
人
員
削
減
政
策
の
も
と
で
、
通
常
で

も
残
業
も
多
く
休
み
も
取
り
に
く
い
ぎ
り

ぎ
り
の
状
態
で
の
業
務
運
営
で
し
た
。 

 

そ
う
い
う
も
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
で
、
休
日
労
働
含
め
時
間
外
労
働
が

月
１
７
０
時
間
の
人
も
と
い
う
過
酷
な
現

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
部
局
も
含
め

た
応
援
体
制
で
何
と
か
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
早
急
な
改
善
が
必
要
で
す
。 

 

全
国
で
唯
一
直
営
で
な
い 

大
阪
府
・
市
の
地
方
衛
生
研
究
所 

 

全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
担
っ
て
い
る
地
方
衛
生
研
究

所
。
そ
の
中
で
大
阪
の
大
阪
健
康
安
全
基

盤
研
究
所
だ
け
が
自
治
体
直
営
で
は
な

い
、
と
い
う
異
常
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
維
新
政
治
は
二
重
行
政
の
解
消
と
い

う
名
目
で
、
２
０
１
７
年
大
阪
府
公
衆
衛

生
研
究
所
と
大
阪
市
環
境
科
学
研
究
所
を

府
・
市
か
ら
切
り
離
し
て
統
合
し
、
非
公

務
員
型
の
地
方
独
立
行
政
法
人 

大
阪
健

康
安
全
基
盤
研
究
所
と
し
ま
し
た
。
地
方

独
立
行
政
法
人
は
公
的
責
任
よ
り
採
算
性

が
優
先
さ
れ
、
行
政
と
し
て
の
権
限
も
財

源
も
後
退
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
大
阪
府
公
衆
衛
生
研
究
所

は
雪
印
低
脂
肪
乳
食
中
毒
の
原
因
を
突
き
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と
め
た
り
、
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
た
時
に
は
双
方
と
も
保
健
所

と
連
携
し
て
力
を
発
揮
し
早
期
の
収
束
を

図
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
い
ま
も
現
場
は
力
を
結
集
し
て
奮
闘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
営
で
な
い
が
故
の

困
難
さ
が
さ
ら
に
負
担
を
大
き
く
し
て
い

ま
す
。 

 

住
民
の
生
活
を
支
え
る
公
衆
衛
生
行
政

の
役
割
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
直
営
に

も
ど
し
体
制
の
拡
充
を
は
か
る
べ
き
で

す
。 

 

自
治
体
病
院
は 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
は
主

に
公
立
病
院
が
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
連

日
、
極
度
の
緊
張
の
中
、
防
護
具
も
人
員

も
不
足
し
て
い
る
も
と
で
感
染
の
不
安
を

抱
え
な
が
ら
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
阪
府
で
は
国
の
民
間
化
方
針
に
そ
っ

て
、
２
０
０
６
年
太
田
知
事
の
時
に
病
院

は
府
か
ら
切
り
離
さ
れ
公
務
員
型
の
地
方

独
立
行
政
法
人
に
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
橋
下
元
知
事
は
、
「
大
阪
に
は
公
立

病
院
は
い
ら
な
い
」
と
し
て
、
府
立
病
院

機
構
を
２
０
１
４
年
に
非
公
務
員
型
の
地

方
独
立
行
政
法
人
に
し
、
大
阪
市
立
病
院

も
２
０
１
４
年
に
同
様
に
非
公
務
員
型
の

地
方
独
立
行
政
法
人
に
し
ま
し
た
。
（
大

阪
で
は
泉
佐
野
市
、
堺
市
、
吹
田
市
、
東

大
阪
市
も
独
立
行
政
法
人
化
し
て
い
ま

す
）
。 

 

そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
体
制
が

強
ま
り
、
採
算
性
が
優
先
さ
れ
、
賃
金
の

抑
制
、
非
正
規
化
・
委
託
化
な
ど
職
員
犠

牲
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
利
用
者
負
担

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
高
度
医
療
を
担
い

な
が
ら
賃
金
が
安
く
人
員
不
足
で
、
毎
年

多
く
の
人
が
退
職
し
行
政
水
準
を
維
持
す

る
の
は
大
変
で
す
。
そ
ん
な
ギ
リ
ギ
リ
の

日
常
の
も
と
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
で
す
。 

 

赤
字
に
な
っ
て
も
住
民
の
い
の
ち
を
守

る
の
は
自
治
体
の
任
務
で
す
。
安
心
し
て

働
け
る
防
護
具
の
確
保
、
人
員
予
算
の
確

保
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
る
環
境
な

ど
が
必
要
で
す
。 

 

救
急
医
療
の
削
減 

 

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
疑
い
が
あ
る
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る

病
院
が
少
な
く
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬

送
が
集
中
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
し
か
し
大
阪
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
は

少
な
く
重
症
者
ピ
ー
ク
時
に
対
応
で
き
な

い
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
で
は
橋

下
元
知
事
が
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
支
出
を
廃
止
、

削
減
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

も
と
で
経
営
が
厳
し
く
な
り
医
師
も
看
護

師
も
大
幅
に
減
り
、
救
急
の
受
け
入
れ
率

が
７
割
を
切
る
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
不
採
算
で
も
命
を
守

る
「
最
後
の
と
り
で
」
は
公
的
責
任
で
保

障
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

感
染
拡
大
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
結
着
済
み
の
住

民
投
票
や
夢
洲
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
に
莫
大

な
お
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
安
心
し
て

く
ら
せ
る
公
衆
衛
生
、
医
療
、
福
祉
へ
体

制
確
立
に
こ
そ
使
う
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 
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テ
レ
ワ
ー
ク
で
危
惧
さ
れ
る 

「
労
働
時
間
概
念
」
の
喪
失 

ー
損
害
保
険
の
職
場
で 

 
 

 
 

中
村
啓
子 

大
阪
損
保
革
新
懇 

 

出
社
は
週
１
日
に 

 

損
保
Ｔ
社
の
営
業
推
進
部
門
で
働
い
て

い
ま
す
。
４
月
７
日
の
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
私
の
チ
ー
ム
で
は
、
ま
ず
２
班
に

分
か
れ
て
隔
日
の
出
社
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
１
週
間
後
に
は
５
班
に
分
か

れ
て
週
１
回
の
出
社
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し

た
。 

 

在
宅
勤
務
で
は
、
会
社
付
与
の
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ま
た
は

個
人
所
有
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
業
務
を
し

ま
す
。
多
く
の
社
員
が
一
斉
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
始
め
た
た
め
社
外
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
（
注
）
は
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、

休
憩
中
や
社
外
シ
ン
ク
ラ
を
使
わ
な
い
時

間
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
中
な
ど
）
は
こ
ま
め
に

ロ
グ
オ
フ
す
る
よ
う
に
指
示
が
入
り
ま
し

た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
を
言
い
な
が
ら
こ

う
い
う
事
態
ま
で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。 

 

（
注
）
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（T

h
in

 
cl
i-

e
n
t

）
の
「
シ

ン
（Th

in

）
」
は
「
薄

い
、
少

な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
ユ
ー
ザ
ー
が
使
用
す

る
端
末
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
の
機
能
を
最
小
限

に
し
、
多
く
の
処
理
を
サ
ー
バ
ー
で
行
う
シ
ス

テ
ム
を
い
い
ま
す
。 

出
社
日
は
残
業 

 

週
１
回
の
出
社
日
は
い
つ
も
よ
り
早
く

出
社
し
、
感
染
リ
ス
ク
に
お
び
え
な
が
ら

通
勤
電
車
に
乗
り
、
た
ま
っ
た
業
務
と
あ

わ
せ
て
在
宅
勤
務
メ
ン
バ
ー
の
代
行
、
電

話
応
対
、
郵
送
書
類
の
処
理
等
で
大
忙
し

で
す
。
会
社
で
で
き
る
こ
と
は
完
了
さ
せ

て
お
き
た
い
気
持
ち
も
強
く
ど
う
し
て
も

残
業
に
な
り
ま
す
。
出
社
し
な
い
と
で
き

な
い
業
務
は
ま
だ
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
出
社
メ
ン
バ
ー
は
席
を
離
し
て
座
る

よ
う
、
ま
た
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
も
お
し
ゃ
べ

り
を
控
え
な
る
べ
く
自
席
で
済
ま
す
よ
う

と
の
指
示
で
、
業
務
中
は
一
言
の
会
話
も

な
く
と
て
も
孤
独
を
感
じ
ま
す
。 

 

４
月
の
異
動
で
赴
任
し
て
き
た
メ
ン

バ
ー
と
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
顔
を
見
た
と
は

い
え
ま
だ
一
度
も
対
面
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
出
社
メ
ン
バ
ー
は
皆
マ
ス
ク
を
つ
け

て
い
る
た
め
顔
が
覚
え
ら
れ
ず
、
上
司
は

「
顔
を
見
た
い
か
ら
マ
ス
ク
を
は
ず
し

て
、
と
言
い
た
い
け
ど
こ
れ
っ
て
セ
ク
ハ

ラ
か
な･

･
･

」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
引
継

ぎ
も
完
全
じ
ゃ
な
い
ま
ま
新
年
度
に
突
入

し
て
い
ま
す
。 

子
育
て
真
っ
最
中
ミ
セ
ス
は 

 

更
に
大
変
な
の
は
子
育
て
真
っ
最
中
の

ミ
セ
ス
で
す
。
保
育
所
が
閉
所
し
た
た
め

毎
日
在
宅
勤
務
で
す
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
中

も
ひ
ざ
に
お
子
さ
ん
を
抱
い
た
ま
ま
だ
っ

た
り
、
後
ろ
を
子
ど
も
た
ち
が
走
り
ま

わ
っ
て
い
た
り
、
と
い
う
状
況
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
マ
マ
が
近
く
に
い
る
の
で
す

か
ら
離
れ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中

で
業
務
に
集
中
す
る
の
は
大
変
で
す
。 

 

夫
一
人
を
家
に
残
し
、
お
子
さ
ん
た
ち

と
一
緒
に
県
境
を
越
え
て
実
家
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
両
親

に
家
ま
で
通
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
世

話
な
ど
を
援
助
し
て
も
ら
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
そ
の
ご
両
親
は
高
齢
の
た
め
、

感
染
を
恐
れ
て
マ
イ
カ
ー
で
娘
宅
へ
通
い

家
事
・
育
児
の
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
長
期
間
に
な
っ
た
た
め
疲
れ
も
出
て

き
て
そ
れ
も
気
が
か
り
だ
と
い
い
ま
す
。
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せ
っ
か
く
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
れ
る
機
会

な
の
だ
か
ら
、
在
宅
勤
務
で
は
な
く
ち
ゃ
ん

と
休
暇
を
と
る
よ
う
話
し
て
い
ま
す
。 

保
険
金
支
払
部
門
で
は 

 

営
業
部
門
で
は
出
社
率
８
割
減
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
損
害
サ
ー
ビ
ス
の
職
場

（
保
険
金
支
払
部
門
）
で
は
と
て
も
無
理

の
よ
う
で
す
。 

 

以
下
は
Ｍ
社
損
害
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
声

で
す
。 

 

４
月
８
日
か
ら
三
分
の
一
の
人
数
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
会
社
付
与
の
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
を
持
ち
帰
り
ま
す
。
会

社
で
は
３
つ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
用
し

て
い
た
た
め
、
１
台
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
だ

と
不
便
に
な
り
ま
す
。
１
台
に
複
数
の
画

面
を
立
ち
上
げ
、
何
度
も
画
面
を
切
り
替

え
て
の
作
業
に
な
り
ま
す
。 

 

在
宅
勤
務
で
は
で
き
る
仕
事
が
限
ら

れ
、
出
勤
し
た
日
は
残
業
に
な
り
ま
す
。

３
６
協
定
で
残
業
時
間
の
限
度
は
１
日
４

時
間
で
す
。
時
差
出
勤
で
朝
７
時
半
に
出

社
し
た
人
は
夜
８
時
半
過
ぎ
る
と
法
違
反

に
な
る
た
め
、
施
錠
が
８
時
半
に
な
り
ま

し
た
。 

「
自
宅
に
い
よ
う
よ
」
効
果
だ
か
ら
な
の

か
、
保
険
金
請
求
書
類
の
受
付
件
数
は
増

加
し
ま
し
た
。
件
数
が
多
い
た
め
、
３
日

に
１
度
の
出
勤
日
だ
け
で
は
、
他
の
在
宅

勤
務
者
の
仕
事
は
誰
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
出
勤
し
た
日
に
自
ら

の
２
日
分
の
滞
留
案
件
と
１
日
の
新
規
案

件
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
な
業

務
量
に
な
り
ま
す
。
出
勤
し
た
日
は
ク
タ

ク
タ
で
す
。 

求
め
ら
れ
る
労
働
時
間
の
把
握 

 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
少
々
熱
が

あ
っ
て
も
働
く
こ
と
が
良
し
と
さ
れ
る
文

化
が
変
わ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
時
差

出
勤
で
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
が
緩
和
で
き
る
こ

と
も
わ
か
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
す
す
ん
だ

こ
と
で
発
見
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

何
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
勤
務
時
間

と
私
的
時
間
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
増
え
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
会
社
の
勤
務
時
間
管
理
は

社
外
シ
ン
ク
ラ
が
接
続
し
て
い
る
時
間
だ

け
で
す
。
し
か
し
、
社
外
シ
ン
ク
ラ
に
接

続
し
な
く
て
も
保
険
契
約
内
容
照
会
や
保

険
料
試
算
は
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
達

や
メ
ー
ル
を
見
た
り
研
修
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま

す
。
業
務
量
が
多
く
な
れ
ば
「
際
限
な
く

自
宅
で
仕
事
」
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
何

せ
、
「
裁
量
労
働
制
」
を
は
じ
め
と
し
た

「
み
な
し
労
働
時
間
制
」
を
い
ち
早
く
導

入
し
、
長
時
間
労
働
と
サ
ー
ビ
ス
残
業
の

隠
れ
蓑
と
し
て
き
た
業
界
で
す
。
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。 

 

会
社
に
は
労
働
時
間
を
正
確
に
把
握
す

る
よ
う
求
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
(

５
月
２
０
日
時
点)
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「
ぼ
く
、
い
つ
か
ら 

一
年
生
？
」 

吹
田
市
の
学
童
保
育
の
現
場
か
ら

の
緊
急
レ
ポ
ー
ト 

 

上
垣 
優
子 

吹
田
市
学
童
保
育
・ 

長
期
臨
時
指
導
員 

 

そ
の
日
は
突
然
や
っ
て
き
た 

「
北
海
道
で
は
休
校
に
な
っ
て
る
け
ど
、

学
童
は
ど
う
し
て
る
ん
や
ろ
？
」
同
僚
と

そ
ん
な
会
話
を
し
た
直
後
、
ネ
ッ
ト
か
ら

飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
政
府
が
翌
週
か

ら
春
休
み
ま
で
の
全
国
一
斉
休
校
措
置
を

決
め
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
青
天
の

霹
靂
と
は
こ
の
こ
と
。
翌
金
曜
日
が
実
質

的
な
修
了
式
に
。
「
今
日
で
学
校
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
」
と
泣
き
な
が
ら
帰
っ
て

き
た
３
年
生
の
女
の
子
。
戸
惑
い
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
な
の
は
私
た
ち
指
導
員
も
同

じ
で
し
た
。
来
週
か
ら
、
学
童
保
育
は
ど

う
な
る
の
か
。
密
集
・
密
接
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
吹
田
市
の
学
童
保
育

は
、
こ
こ
数
年
ず
っ
と
指
導
員
の
欠
員
状

態
が
常
態
化
、
夏
休
み
の
前
に
は
苦
心
し

て
シ
フ
ト
を
組
み
、
長
い
休
業
期
間
に
備

え
て
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
を
計
画
し
ま

す
。
な
ん
の
準
備
も
な
い
ま
ま
、
い
き
な

り
の
１
日
保
育
な
ん
て
到
底
無
理
だ
と
思

う
一
方
で
、
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
ど
も
の
姿

に
や
は
り
学
童
の
開
室
は
必
要
不
可
欠
だ

と
、
複
雑
な
気
持
ち
が
交
錯
し
ま
し
た
。 

春
休
み
ま
で 

 

学
童
保
育
は
８
時
半
か
ら
延
長
を
含
む

１
８
時
半
ま
で
の
開
室
と
な
り
、
市
は
、

保
護
者
に
家
庭
で
の
保
育
を
要
請
し
た
も

の
の
、
約
６
割
の
子
ど
も
た
ち
が
登
所
し

て
き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
連
絡
ノ
ー

ト
を
開
い
て
検
温
状
況
を
確
認
、
欠
席
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
連
絡
に
追
わ
れ
な
が

ら
、
保
育
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
打
ち

合
わ
せ
な
ど
を
同
時
進
行
で
行
う
非
常
勤

を
、
長
期
臨
時
や
単
発
臨
時
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た(
吹
田
市
の
指
導
員
は
全
員
非

正
規
で
勤
務
時
間
等
で
上
記
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
３
種
の
働
き
方
が
あ
る
。
当
時
、

私
の
職
場
は
重
度
の
障
害
を
持
つ
子
を
含

む
２
０
０
人
近
い
大
規
模
学
童
で
、
１
６

人
の
職
員
体
制
。
因
み
に
わ
た
し
は
長
期

臨
時
指
導
員)

。 

卒
室
す
る
子
を
送

り
、
新
し
い
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
準
備

に
大
わ
ら
わ
の
年
度
末
に
、
手
洗
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
や
消
毒
に
加
え
て
、

強
い
感
染
不
安
の
中
、
現
場
は
疲
弊
し
て

い
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
連
休
明
け
へ 

 

春
休
み
が
終
わ
る
直
前
の
４
月
７
日
に

発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
５
月

連
休
明
け
ま
で
の
休
校
が
継
続
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
朝
か
ら
の
開
室
と
な
っ
た

学
童
保
育
で
は
、
宣
言
後
数
日
間
も
６
割

と
い
う
高
い
出
席
率
が
続
き
、
相
変
わ
ら

ず
の
密
集
状
態
に
不
安
は
増
す
ば
か
り
で

し
た
。
市
は
４
年
生
な
ど
の
家
庭
保
育
協

力
を
強
く
要
請
、
翌
週
か
ら
児
童
数
は
激

減
し
ま
し
た
。
「
ぼ
く
、
い
つ
か
ら
１
年

生
？
」
と
、
入
学
式
は
終
え
た
も
の
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
登
校
し
た
日
は
一

度
も
な
い
新
１
年
生
。
「
５
月
に
な
っ
た

ら
、
学
校
も
お
勉
強
も
始
ま
る
よ
」
と
言

う
と
、
「
あ
あ
、
そ
し
た
ら
２
年
生
に
な

る
ん
か
」
。
心
の
痛
む
会
話
で
し
た
。
同

僚
の
う
ち
、
４
割
弱
の
指
導
員
が
感
染
の

不
安
か
ら
、
連
休
明
け
ま
で
の
休
暇
を
決

め
ま
し
た
。
「
し
ん
ど
い
時
に
申
し
訳
な

い
け
ど
、
限
界
で
す
」
「
持
病
が
あ
る
の

で
」
「
鬱
々
し
た
気
持
ち
で
働
く
の
は
も
う
無
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理
」
と
、
み
ん
な
悩
ん
だ
末
の
決
断
で
し
た
。 

さ
ら
に--- 

 

連
休
明
け
か
ら
延
長
さ
れ
た
休
校
措
置
に

よ
り
、
市
は
１
１
日
か
ら
学
童
保
育
の
登
録

児
童
も
午
前
中
は
学
校
へ
の
見
守
り
登
校
と

し
、
学
童
保
育
は
通
常
の
１
時
か
ら
の
開
室

に
な
り
ま
し
た
。
約
２
割
弱
の
出
席
率
で
子

ど
も
間
の
間
隔
を
保
ち
、
お
も
ち
ゃ
類
を
含

む
約
３
０
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
て
消
毒
も
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
指

導
員
に
は
、
選
択
肢
と
し
て
在
宅
勤
務
が
通

知
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
今
？
と
戸
惑
っ
て

い
ま
す
。
政
府
と
同
様
に
、
市
の
対
応
も
後

手
後
手
の
感
が
否
め
ま
せ
ん
。
「
自
粛
と
補

償
は
セ
ッ
ト
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
同
様
に

「
休
校
と
保
障
は
セ
ッ
ト
」
が
実
感
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
権
、
余
暇
権
の
保
障
、

感
染
不
安
の
中
で
働
く
指
導
員
の
労
働
環
境

の
保
障
で
す
。
今
後
も
続
く
感
染
対
策
に
現

場
の
実
態
や
意
見
を
、
よ
り
反
映
し
て
い
く

た
め
、
他
の
育
成
室
の
仲
間
た
ち
と
、
こ
の

間
の
様
子
の
交
換
、
情
報
の
共
有
が
で
き
る

日
も
近
い
は
ず
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
(

５
月
１
４
日
時
点)

 

学
童
保
育
を
も
っ
と
も
っ
と 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

川
崎
み
ゆ
き 

 
 

 

吹
田
市
関
連
職
員
労
働
組
合 

 
 

い
き
な
り
注
目
の
学
童
保
育
っ
て 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
、
３
月
２
日
か
ら
全
国
の
学
校

で
休
校
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

学
童
保
育
は
原
則
開
設
す
る
こ
と
が
国
の

方
針
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
発

達
保
障
と
保
護
者
の
就
労
保
障
を
す
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
の
機
能
と

経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
に
学
童
保
育
が

必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
は
か
ら
ず
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
口
に
学
童
保
育
と
い
っ
て
も
、
そ
こ

で
の
保
育
内
容
や
そ
こ
で
働
く
指
導
員
の

労
働
条
件
は
、
地
域
や
職
場
に
よ
っ
て
大

き
な
格
差
と
多
様
な
実
態
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
改
善
の
た
め
に
関
係
者
の
運
動
の
中

で
、
国
は
２
０
１
５
年
か
ら
「
子
ど
も
子

育
て
支
援
新
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
厚
生
労
働
省
は
そ
の
基
準
の
な
か

で
、
学
童
保
育
事
業
と
は
「
放
課
後
児
童

支
援
員
」
と
い
う
資
格
を
有
す
る
指
導
員

を
、
学
童
保
育
の
支
援
の
単
位
（
児
童
数

お
お
む
ね
４
０
名
）
に
配
置
し
、
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」
に
基
づ
い
た

保
育
内
容
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
国
は
、
学
童
保
育
の
内
容

を
全
国
的
に
平
準
化
す
る
こ
と
等
を
市
町

村
が
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
よ
う
位
置

づ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
の
中

で
、
１
支
援
の
単
位
に
対
し
て
８
時
間
勤

務
の
常
勤
指
導
員
２
人
と
６
時
間
勤
務
の

非
常
勤
指
導
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
に
設

定
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容

が
背
景
に
あ
り
、
今
回
の
学
校
休
校
措
置

に
対
応
し
て
、
国
は
「
学
童
保
育
は
朝
か
ら

の
開
設
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。 

 

自
治
体
の
勘
違
い
？ 

 

し
か
し
、
現
状
で
の
基
準
や
運
営
指

針
、
補
助
金
の
考
え
方
と
は
違
い
、
学
童

保
育
は
昼
か
ら
の
仕
事
で
子
ど
も
が
い
る

間
に
指
導
員
を
配
置
す
れ
ば
よ
い
と
勘
違

い
し
て
い
る
自
治
体
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
朝
か
ら
の
保
育
が
必
要
な
場
合
で

も
、
指
導
員
の
勤
務
時
間
が
半
日
で
あ
っ

た
り
、
数
時
間
勤
務
の
指
導
員
が
入
れ
替
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わ
っ
て
保
育
し
て
い
る
よ
う
な
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
指
導
員
を
短
時

間
で
働
か
せ
て
い
る
自
治
体
や
運
営
主
体

は
、
指
導
員
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
３

月
２
日
か
ら
の
休
校
措
置
の
対
応
で
混
乱

し
、
学
校
に
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

吹
田
市
で
は 

◇
３
月
２
日
か
ら
は
、
朝
か
ら
の
保
育
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
員
の

労
働
組
合
で
勤
務
体
制
を
確
保
し
、
対
応

し
て
き
ま
し
た
。
突
然
三
学
期
が
終
了
し

て
、
当
時
の
ク
ラ
ス
が
終
わ
っ
て
し
ま

い
、
友
だ
ち
や
先
生
と
の
別
れ
が
す
ぐ
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
泣
き
な
が
ら
帰
っ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
学
校
の
卒
業
式
や
学
童
保
育
の
卒
室

式
が
ど
う
な
る
か
不
安
の
中
過
ご
す
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
も
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。 

 

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
生
活
内
容
を

見
直
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
吹
田
市
で

感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
１
部
屋
の

人
数
も
２
５
人
以
下
で
保
育
す
る
こ
と
が

市
で
決
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
と
生
活
の
仕

方
を
考
え
て
き
ま
し
た
。 

◇
４
月
の
１
日
か
ら
６
日
ま
で
の
１
週
間

は
、
通
常
保
育
室
に
戻
り
１
部
屋
４
５
人

で
の
生
活
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

◇
４
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
新
１
年
生
は
入
学
式
だ
け
、
２

年
生
以
上
は
始
業
式
を
す
る
こ
と
も
な

く
、
い
つ
の
ま
に
か
進
級
し
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
自
宅
待
機
や
在
宅
勤

務
の
保
護
者
に
は
自
粛
の
協
力
を
依
頼

し
、
通
勤
し
て
の
勤
務
を
要
す
る
家
庭
等

の
子
ど
も
た
ち
で
の
生
活
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

◇
し
か
し
、
感
染
防
止
の
緊
張
感
と
体
調

不
良
に
な
っ
て
も
休
み
に
く
い
状
況
の
中

で
、
指
導
員
の
疲
労
重
な
り
、
５
月
の
中

旬
か
ら
は
、
半
日
学
校
で
の
見
守
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
指
導
員
の
働
き
方
は
安
定

し
ま
し
た
が
、
学
童
保
育
で
の
生
活
を
求

め
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
突
然
の
生
活

の
変
化
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
大
人
の
都
合
に
よ
り
子
ど
も

の
権
利
が
保
障
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
複
雑
な
思
い
で
す
。 

 

 

ま
た
、
吹
田
市
が
運
営
す
る
学
童
保
育

の
指
導
員
は
、
４
月
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
報
酬
制
度
が

変
更
さ
れ
、
期
末
手
当
支
給
の
た
め
に
月

額
の
報
酬
を
大
幅
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
の
賃
金
が
下
が
っ
た
た
め
、
残
業
代

も
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
の
勤
務

時
間
が
１
日
５
時
間
半
の
た
め
、
午
前
中

は
時
間
外
勤
務
と
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら

の
残
業
代
の
減
額
で
、
３
月
と
４
月
で
同

じ
勤
務
状
況
な
の
に
報
酬
は
下
が
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
会
計
年
度
任
用
制
度
移
行

の
初
年
度
の
夏
の
一
時
金
は
７
割
削
減
さ

れ
ま
す
。
指
導
員
の
欠
員
補
充
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
年
度
を
越
え
、
感
染
の
心
配
も

し
な
が
ら
保
育
の
継
続
を
し
て
き
た
の

に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
変
更
で

こ
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

経
験
し
て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
の
安
心
を
支
え
、
子
供
た
ち
の

発
達
を
担
う
為
に 

そ
ん
な
中
、
学
童
保
育
を
必
要
と
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
と
自
粛
の
協
力
を
し
な
が

ら
も
学
童
保
育
が
必
要
な
保
護
者
の
た
め
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労
働
相
談
の
現
場
か
ら 

【
十
五
】 

 

コ
ロ
ナ
禍
、 

労
働
者
の
声
に
政
策
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
出 

茂 

理
事 

  

２
０
２
０
年
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
に
蔓
延
し
、
日
本
で
も
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
。 

 

政
府
の
出
勤
者
を
７
割
削
減
す
る
よ
う

に
と
の
要
請
を
受
け
、
大
企
業
は
軒
並
み

社
員
を
「
自
宅
勤
務
」
に
さ
せ
た
。
Ｊ
Ｒ

の
内
勤
社
員
は
、
緊
急
事
態
宣
言
月
は
、

わ
ず
か
月
１
日
の
出
社
だ
け
で
良
か
っ

た
。 

 
ま
た
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
も
短
縮
勤

務
を
実
施
し
、
週
２
日
の
出
社
で
良
い
な

ど
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
大
企
業
社
員
は
給

与
自
体
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
保
障
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
労
働
相
談
は
も
っ
ぱ
ら

「
ボ
ー
ナ
ス
が
ど
う
な
る
か
心
配
」
「
ま

だ
、
人
数
が
多
い
部
署
が
あ
る
。
会
社
が

安
全
配
慮
義
務
違
反
で
は
な
い
か
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

他
方
で
、
派
遣
社
員
、
非
正
規
社
員
か

ら
の
相
談
も
、
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
関
連
す
る
相
談
に
お
い
て
も
、
明

ら
か
に
正
社
員
と
非
正
規
社
員
、
派
遣
社

員
と
で
、
相
談
内
容
も
深
刻
さ
も
異
な
っ

て
き
て
い
る
。
寄
せ
ら
れ
た
相
談
を
紹
介

す
る
。 

 

【
Ａ
さ
ん
】 

 

派
遣
会
社
で
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、

今
回
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
派
遣
切
り

で
５
月
末
で
契
約
終
了
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
以
降
は
待
機
と
な
る
よ
う
で
す
が
、

平
均
賃
金
の
６
割
が
保
証
と
し
て
支
払
わ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
私
の
勤
め
て
い
る

会
社
の
他
の
社
員
の
た
め
に
も
、
６
割
以

上
の
補
償
を
求
め
た
い
の
で
す
が
、
組
合

に
入
っ
た
上
で
団
体
交
渉
は
可
能
で
し
ょ

う
か
？ 

 

【
Ｂ
さ
ん
】 

 

今
、
流
行
り
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
休
業
補
償
に
つ
い
て
で
す
。
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
警
備
員
と
し
て
勤
め
て

い
ま
す
。
夜
間
帯
の
勤
務
シ
フ
ト
で
雇
用

期
間
に
定
め
の
な
い
契
約
で
労
働
に
従
事

し
て
お
り
ま
す
。
従
来
、
１
５
時
か
ら
翌

深
夜
１
時
４
０
分
ま
で
の
労
働
を
シ
フ
ト

に
、
指
導
員
を
励
ま
し
て
く
れ
る
保
護
者

の
存
在
と
学
童
保
育
を
必
要
と
し
て
い
る

保
護
者
を
支
え
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感

が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
運
営
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
や
っ
て
き
た
と
き
に
学

童
保
育
と
し
て
、
適
切
な
対
応
が
出
来
る

よ
う
に
、
指
導
員
の
仕
事
が
フ
ル
タ
イ
ム

と
な
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
す
。 
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制
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
件
に
よ
り
短

縮
営
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
１

５
時
か
ら
２
２
時
勤
務
な
ど
に
勤
務
時
間

を
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
月
間
の
時

間
数
で
換
算
す
る
と
９
０
時
間
に
上
り
ま

す
。 

 

当
初
、
会
社
側
か
ら
は
休
業
手
当
を
出

す
と
い
う
内
容
だ
っ
た
の
で
す
が
、
手
当

が
出
さ
れ
る
者
は
欠
勤
し
た
者
の
み
、
さ

ら
に
有
給
消
化
の
上
、
３
６
％
の
支
給
の

み
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
休
業

手
当
の
額
は
平
均
賃
金
の
１
０
０
分
の
６

０
以
上
の
額
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

時
給
が
一
、
一
〇
〇
円
で
、
九
万
九
千

円
の
収
入
の
減
少
に
な
り
、
生
活
に
支
障

が
出
て
い
る
状
態
で
す
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

や
会
社
と
の
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
よ

ろ
し
け
れ
ば
ア
ド
バ
イ
ス
頂
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
？
。 

  

派
遣
切
り
、
雇
止
め
が
多
発
し
て
い

る
。
非
正
規
、
派
遣
労
働
者
、
シ
フ
ト
労

働
者
は
、
文
字
通
り
「
生
存
の
危
機
」
と

い
う
べ
き
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
明
ら

か
に
、
弱
者
に
し
わ
寄
せ
が
き
て
い
る
。 

 

民
法
第
５
３
６
条
は
１
０
０
％
の
補
償

を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
根
拠
に
１
０

０
％
補
償
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
法
廷
で

の
長
い
争
い
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

労
基
法
第
２
６
条
は
、
使
用
者
の
責
に

よ
る
休
業
に
つ
い
て
は
、
平
均
賃
金
の
６

０
％
以
上
の
手
当
て
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

会
社
は
国
か
ら
休
業
手
当
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
後
日
」
で
あ

り
、
金
額
に
つ
き
、
雇
用
調
整
助
成
金
拡

充
に
関
す
る
議
論
が
国
会
で
二
転
三
転

し
、
混
乱
に
輪
を
か
け
た
。 

 
「
パ
ー
ト
・
非
正
規
労
働
法
」
と
い
う

法
律
で
は
、
正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
と

の
不
合
理
な
差
別
が
禁
止
さ
れ
、
派
遣
先

労
働
者
と
派
遣
労
働
者
の
労
働
条
件
は
、

格
差
を
な
く
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る

が
、 

ま
だ
ま
だ
、
差
別
、
格
差
が
是
正
さ
れ
て

い
な
い
現
実
が
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
非
正
規
労
働
、
派
遣
労
働

と
い
う
雇
用
形
態
自
体
が
、
何
か
あ
っ
た

と
き
に
、
切
り
捨
て
が
し
や
す
い
雇
用
形

態
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
雇
用
形
態
を
嫌
う
心
理

が
、
「
正
社
員
願
望
」
を
生
み
、
正
社
員

願
望
を
逆
手
に
取
っ
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
」
が
社
会
に
蔓
延
し
、
そ
の
実
態
を
告

発
し
社
会
問
題
化
し
て
き
た
の
が
２
０
１

０
年
代
で
あ
っ
た
。 

 

２
０
２
０
年
。
歴
史
を
繰
り
返
さ
せ
な

い
た
め
に
、
少
し
で
も
歯
止
め
に
な
ら
ね

ば
、
と
思
っ
て
い
る
。 
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コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
苦
悩
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

非
常
勤
講
師 

 
 

 
濵
畑
芳
和 

立
正
大
学
准
教
授 

突
如
始
ま
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業 

 

教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が

直
撃
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
月
か
ら
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
多
く
の
学
校
が
卒

業
式
や
入
学
式
の
中
止
・
延
期
、
新
年
度

の
授
業
開
始
日
の
延
期
を
発
表
し
ま
し

た
。
当
時
は
「
し
ば
ら
く
経
て
ば
授
業
が

始
ま
る
ん
だ
な
」
と
の
ん
き
に
構
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
状
況
が
収
ま
ら

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
に
つ

れ
、
各
大
学
が
こ
ぞ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
実
施
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
私
の

所
属
す
る
大
学
で
も
、
四
月
上
旬
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
五
月
中
の
実
施
が
、
五

月
に
入
る
と
前
期
い
っ
ぱ
い
、
九
月
ま
で

の
延
長
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

し
わ
寄
せ
は
非
常
勤
講
師
に 

 

問
題
と
な
っ
た
の
が
、
非
常
勤
講
師
の

先
生
方
へ
の
対
応
で
す
。
私
の
大
学
で

も
、
専
任
教
員
は
使
用
で
き
る
ツ
ー
ル
が

非
常
勤
講
師
は
使
え
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
り
、
追
加
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
払
い
出
し

に
時
間
を
要
し
た
り
と
混
乱
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
耐
え
う
る
性
能
の
パ

ソ
コ
ン
や
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
等
の
必
要
な
機

材
が
揃
わ
な
い
と
い
う
相
談
や
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
使
用
法
に
関
す
る
ご
相
談
も
多

く
受
け
ま
し
た
。
ご
高
齢
の
非
常
勤
の
先

生
に
対
し
て
電
子
ツ
ー
ル
の
使
用
法
の
習

熟
を
支
援
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
と
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
、
そ
ん
な
難
し

い
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
い
残
し
て
退
職

さ
れ
て
い
っ
た
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。 

 
新
聞
等
で
も
非
常
勤
講
師
の
方
の
苦
悩

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
週
八
コ
マ
の
授

業
が
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
一
コ
マ

の
授
業
準
備
に
か
け
る
時
間
が
通
常
二
時

間
の
と
こ
ろ
を
最
大
十
時
間
に
延
び
、
そ

れ
で
も
給
与
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
訴
え

や
（
時
事
通
信
社
、
五
月
二
四
日
）
、
休

校
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
勤
務
実
態
が

な
い
」
と
給
与
を
支
払
わ
れ
な
い
と
い
う

訴
え
も
み
ら
れ
ま
し
た
（
Ｊ
キ
ャ
ス
ト

ニ
ュ
ー
ス
、
五
月
八
日
）
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に

は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
出
校
し
て
行

わ
な
い
と
給
与
を
支
給
し
な
い
」
と
し

て
、
市
中
感
染
リ
ス
ク
を
承
知
の
上
で
出

校
を
強
制
さ
れ
る
事
例
や
、
夏
ま
で
在
宅

で
の
授
業
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
エ
ア
コ

ン
の
購
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
経
済
的
に
困

窮
す
る
専
業
非
常
勤
講
師
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
に
は
適
用
さ
れ
る
持
続
化
給
付
金
が

「
給
与
所
得
」
し
か
な
い
た
め
に
申
請
で

き
な
か
っ
た
な
ど
、
今
日
も
あ
ち
こ
ち
か

ら
悲
鳴
が
聞
か
れ
ま
す
。 

 

働
き
方
の
改
善
に
向
け
た 

 
 
 
 
 
 
 

実
態
解
明
が
不
可
欠 

 

非
常
勤
講
師
、
と
り
わ
け
専
業
非
常
勤

講
師
を
め
ぐ
る
労
働
環
境
・
生
活
環
境
は

も
と
も
と
劣
悪
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
劣
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
非
常
勤
講
師
の
働

き
方
の
改
善
は
も
と
よ
り
必
要
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
う
し
た
危
機
下
に
あ
る
か

ら
こ
そ
、
断
片
的
な
声
を
丁
寧
に
す
く
い

取
っ
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
働
き
方
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
急
務
で
す
。 



14 

 季刊誌ＡＳＵＮＥＴ No.15  

雇
用
・
失
業
の
新
局
面  

 
 
 

休
業
者
６
０
０
万
人
の
衝
撃 

 
 

 
 
 

伍
賀
一
道 

 
 

 
 
 

 
 

金
沢
大
学
名
誉
教
授 

 

５
月
２
９
日
に
「
労
働
力
調
査
（
基
本

集
計
）
」
（
２
０
２
０
年
４
月
分
）
の
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
休
業

者
は
３
月
か
ら
約
３
５
０
万
人
増
え
、
６

０
０
万
人
と
い
う
驚
く
べ
き
数
に
上
っ
て

い
ま
す
（
図
）
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
、
雇
用
が
最
も
悪
化
し
た
２
０
０
９
年

１
月
時
点
（
１
５
３
万
人
）
と
比
べ
て
も

４
倍
の
多
さ
で
す
。 

休
業
者
の
中
に
は
失
業
者
が
多
数
含
ま

れ
て
い
る 

 

「
労
働
力
調
査
」
で
は
「
休
業
者
」
を

次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま
す
。 

<

仕
事
を
持
っ
て
い
な
が
ら
調
査
週
間
中
に

病
気
や
休
暇
な
ど
の
た
め
仕
事
を
し
な

か
っ
た
者
の
う
ち
， 

ａ.
 

雇
用
者
（
そ
の
仕
事
が
会
社
な
ど
に

雇
わ
れ
て
す
る
仕
事
で
あ
る
場
合
）
で
、

仕
事
を
休
ん
で
い
て
も
給
料
・
賃
金
の
支

払
を
受
け
て
い
る
者
又
は
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
者 

ｂ.
 

自
営
業
主
（
そ
の
仕
事
が
自
分
で
事

業
を
経
営
し
て
行
う
仕
事
で
あ
る
場
合
）

で
、
自
分
の
経
営
す
る
事
業
を
持
っ
た
ま

ま
で
、
そ
の
仕
事
を
休
み
始
め
て
か
ら
３

０ 

日
に
な
ら
な
い
者
を
い
う
。>

 

 

育
児
・
介
護
休
業
中
の
人
で
給
料
や
手

当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
（
ま
た
は
も
ら
う

予
定
の
人
）
や
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ
て

会
社
が
経
営
困
難
に
陥
り
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
休
業
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る

人
も
休
業
者
に
数
え
ら
れ
ま
す
。 

 

「
労
働
力
調
査
」
で
は
就
業
状
態
を
、

①
従
業
者
（
現
に
働
い
て
い
る
人
）
、
②

休
業
者
、
③
完
全
失
業
者
（
調
査
期
間
中

に
ま
っ
た
く
働
か
ず
、
か
つ
求
職
活
動
を

し
て
い
た
人
）
、
④
非
労
働
力
人
口
（
家

事
、
通
学
、
高
齢
、
病
気
な
ど
で
一
切
働

か
ず
、
求
職
活
動
も
し
て
い
な
い
人
）
の

４
つ
に
区
分
し
て
い
ま
す
（
ア
ル
バ
イ
ト

で
働
い
て
い
る
学
生
は
①
で
す
）
。 

 

で
は
、
解
雇
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
賃
金
や
休
業
手
当
を
も
ら

え
ず
に
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
は
ど
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
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い
ま
こ
う
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
人

が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
厳
密
に
言
え
ば

上
記
の
①
～
④
の
ど
こ
に
も
入
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
人
々
が
「
労
働

力
調
査
」
の
調
査
対
象
に
な
っ
た
場
合
、

お
そ
ら
く
休
業
者
を
選
択
す
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
ゆ
え
休
業
者
の
中
に
は
事
実
上

の
失
業
状
態
の
人
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
先
の
「
労
働
力
調

査
（
基
本
集
計
）
」
で
は
完
全
失
業
者
は

１
８
９
万
人
で
し
た
が
、
実
際
の
失
業
者

は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、
３

０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

休
業
者
の
半
数
は
非
正
規
雇
用 

 

図
の
４
月
の
休
業
者
（
５
９
７
万
人
）

の
内
訳
を
見
る
と
半
数
は
非
正
規
雇
用

（
３
０
０
万
人
）
で
す
。
こ
れ
は
、
休
業

者
の
多
く
が
営
業
自
粛
を
迫
ら
れ
た
卸

売
・
小
売
業
を
含
む
消
費
サ
ー
ビ
ス
関
連

産
業
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
部
門

で
は
非
正
規
雇
用
の
比
率
が
高
い
こ
と
と

関
連
し
て
い
ま
す
。 

 

な
か
で
も
女
性
の
非
正
規
雇
用
の
休
業

者
は
２
１
６
万
人
に
上
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
女
性
非
正
規
雇
用
（
１
３
７
９
万
人
）

の
お
よ
そ
６
人
に
１
人
に
当
た
り
ま
す
。

非
正
規
雇
用
の
休
業
者
で
休
業
手
当
を
支

払
わ
れ
て
い
る
人
は
果
た
し
て
ど
の
程
度

い
る
で
し
ょ
う
か
。
中
年
（
３
５
～
６
４

歳
）
の
単
身
女
性
（
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を

含
む
）
で
非
正
規
で
働
く
人
は
８
０
万
人

で
す
が
（
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
２
０

１
７
年
）
、
こ
う
し
た
人
に
困
難
が
集
中

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
生
存
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
人
が
水
面
下
で
増
え
て
い
ま

す
。
休
業
者
に
対
す
る
休
業
手
当
の
拡
充
が

緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
規
、
非
正

規
、
自
営
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
問
わ
ず

人
間
ら
し
い
生
活
が
可
能
な
水
準
に
ま
で
増

額
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
違
法
な
派
遣
切

り
や
非
正
規
切
り
に
対
す
る
監
視
も
強
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
粛
ム
ー
ド
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
が
、
労
働
組
合
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
詳
し
く
は
働
き
方A

S
U
-
NE
T

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
同
じ
タ
イ
ト
ル
の

拙
稿
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 
 

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

 
 

https://hatarakikata.net/12242/ 
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私
立
学
校
に
お
け
る 

 
 
 
 
 

長
時
間
労
働
の
改
善 

～
関
西
大
学
中
等
部
高
等
部 

 
 

 
 
 

 
 
 

に
お
け
る
経
験
～ 

 
 

 
 

垣
見 
崇 

 
 

 
 

 
 
 

働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｔ

幹
事 

私
学
教
員
を
め
ぐ
る
背
景 

 
 

教
員
長
時
間
労
働
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
教
員
は
、
公
立
私
立
に

か
か
わ
ら
ず
、
公
教
育
を
担
い
、
社
会
的

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

私
学
経
営
者
は
「
給
特
法
に
準
じ
て
手

当
を
支
給
」
と
我
田
引
水
の
論
理
を
振
り

か
ざ
し
、
労
働
時
間
管
理
を
行
っ
て
い
な

い
経
営
者
が
多
く
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経

営
者
は
利
益
優
先
、
効
率
優
先
の
経
営
を

行
い
が
ち
に
な
る
。
効
率
優
先
の
経
営

は
、
期
限
付
き
雇
用
の
依
存
が
進
む
こ
と

が
多
く
、
自
分
の
雇
用
を
守
る
た
め
に
経

営
者
に
す
り
寄
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
先

生
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
関
西
大
学
中
等
部
高
等
部

に
お
い
て
「
残
業
代
」
を
認
め
さ
せ
た
組

合
の
成
果
を
報
告
す
る
。 

残
業
認
定
の
経
緯 

 

関
西
大
学
中
等
部
高
等
部
で
は
、
本
俸

と
教
育
職
員
調
整
手
当
が
主
に
支
給
さ
れ

て
き
た
。
教
育
職
員
調
整
手
当
に
つ
い
て

は
「
勤
務
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
支
給
す

る
」
と
し
て
、
時
間
管
理
を
行
わ
ず
、
長

時
間
労
働
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。
関
西
大

学
は
、
教
育
職
員
調
整
手
当
を
違
法
に
固

定
残
業
代
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
で
、
教

員
に
「
青
天
井
の
残
業
」
を
強
い
て
い

た
。
そ
の
結
果
、
若
手
の
教
員
を
中
心
に

精
神
的
に
体
調
を
崩
す
教
員
が
常
に
い

た
。 

 

改
善
要
求
し
た
が
、
関
西
大
学
は
実
効

性
の
あ
る
対
策
を
打
た
な
か
っ
た
た
め
、

２
０
１
７
年
３
月
に
組
合
員
に
よ
る
茨
木

労
基
署
へ
の
申
告
が
行
わ
れ
、
３
度
の
是

正
勧
告
を
関
西
大
学
は
茨
木
労
基
署
か
ら

受
け
た
。
そ
の
結
果
、
部
活
動
指
導
、
教

材
研
究
を
含
ん
だ
１
０
項
目
の
仕
事
を
残

業
項
目
と
し
て
関
西
大
学
は
認
め
、
休
憩

時
間
の
取
れ
な
い
労
働
に
つ
い
て
も
残
業

と
認
め
た
。 

 

残
業
計
算
の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
つ
い

て
も
、
関
西
大
学
は
諸
手
当
を
除
外
し
て

計
算
し
て
い
た
が
、
茨
木
労
基
署
の
指
導

に
よ
り
基
礎
賃
金
に
算
入
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
過
去(

２
０
１
５
年
度
・
２
０

１
６
年
度)

の
残
業
代
に
つ
い
て
は
、
関
西

大
学
は
値
切
り
、
全
額
の
支
払
い
を
拒
ん

だ
。
理
由
は
、
正
確
に
労
働
時
間
を
把
握

で
き
な
い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
結

局
、
自
ら
の
調
査
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
残

業
代
２
億
円
を
７
千
万
円
に
値
切
り
、
組

合
と
の
合
意
の
な
い
ま
ま
支
払
い
を
強
行

し
た
。 

 

さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
４
月
、
こ
の
労

働
組
合
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
教
諭

を
、
関
西
大
学
は
不
当
に
解
雇
す
る
、
と

い
う
暴
挙
に
出
た
。
現
在
、
大
阪
府
労
働

委
員
会
で
不
当
労
働
行
為
、
大
阪
地
方
裁

判
所
に
て
地
位
確
認
裁
判
で
争
っ
て
い

る
。 

 

私
立
学
校
に
お
い
て
、
時
間
管
理
・
残

業
認
定
を
行
っ
て
い
な
い
違
法
経
営
を

行
っ
て
い
る
学
校
法
人
は
大
変
多
く
あ

る
。
時
間
管
理
を
行
わ
な
い
こ
と
は
教
員

の
長
時
間
労
働
の
大
き
な
原
因
だ
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
た

り
、
家
庭
生
活
が
阻
害
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
は
当
然
で
、
時
間
管
理
と
残
業
認
定
、
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残
業
の
抑
制
、
健
康
な
働
き
方
を
行
う
こ

と
が
、
今
の
学
校
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。 

 

時
間
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
学
校
、

３
６
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
学
校
は

ブ
ラ
ッ
ク
職
場
、
と
言
っ
て
い
い
。 

 

関
西
大
学
の
労
働
組
合
で
は
、
こ
の
点

も
含
め
、
残
業
代
認
定
の
闘
い
を
行
っ
て

き
た
。
す
べ
て
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
「
部
活
動
を
残
業
と
し

て
認
定
さ
れ
る
」
「
教
員
の
仕
事
の
定
義

を
確
認
す
る
」
「
諸
手
当
を
基
礎
賃
金
に

参
入
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
勝
ち

取
っ
た
。 

労
働
組
合
で
勝
ち
取
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

雇
用
化
へ
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

清
水
亮
宏 

弁
護
士 

 

Ａ
Ｓ
Ｕ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
継
続
的
に
支
援
し

て
き
た
ヤ
マ
ハ
英
語
講
師
ユ
ニ
オ
ン
が
、

個
人
事
業
主
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
英
語

講
師
の
雇
用
化
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

１ 

組
合
結
成
の
経
緯 

 

ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
以

下
、
「
ヤ
マ
ハ
」
）
は
、
い
く
つ
か
の
楽
器

店
と
契
約
し
、
音
楽
教
室
や
英
語
教
室
の
運

営
を
委
ね
て
い
ま
す
。
英
語
教
室
の
レ
ッ
ス

ン
を
担
当
す
る
英
語
講
師
は
、
ヤ
マ
ハ
と
契

約
を
締
結
し
て
お
り
、
形
式
上
の
契
約
形
態

は
委
任
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
教
材
や
レ
ッ
ス
ン
の
内
容
を

ヤ
マ
ハ
か
ら
具
体
的
に
指
定
さ
れ
る
ほ

か
、
勤
務
時
間
や
勤
務
場
所
も
実
質
的
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
ハ

は
、
契
約
形
態
を
委
任
契
約
と
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
税
務
上
は
「
給
与
所

得
者
」
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
し
た
。
働

き
方
の
実
態
は
ま
さ
に
「
労
働
者
」
だ
っ

た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
疑
問
を
抱

い
た
講
師
の
一
人
が
、
２
０
１
８
年
４
月

に
労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

「
あ
な
た
方
は
労
働
者
で
は
な
い
」
と
門

前
払
い
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
英
語
講
師

が
集
ま
り
、
ヤ
マ
ハ
に
対
し
、
税
務
上
の

扱
い
と
契
約
形
態
が
異
な
る
理
由
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
行
動
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
講
師
の
一
人
が
故

森
岡
孝
二
先
生
と
繋
が
り
、
そ
こ
か
ら
、

働
き
方
Ａ
Ｓ
Ｕ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｔ
代
表
理
事
の
岩

城
穣
弁
護
士
、
副
代
表
理
事
の
川
西
玲
子

さ
ん
、
筆
者
（
清
水
）
と
繋
が
り
ま
し

た
。 

 

講
師
の
実
際
の
働
き
方
が
労
働
者
で

あ
っ
た
（
使
用
従
属
性
が
あ
っ
た
）
こ
と
や
、

既
に
集
団
で
行
動
を
始
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
“
労
働
組
合
を
結
成
し
て
ヤ
マ
ハ
と
団

体
交
渉
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
な
選
択
肢
”
と

確
信
し
、
労
働
組
合
結
成
に
向
け
た
準
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
１
０
月
に
労
働
組
合
の
役
割

や
意
義
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行
っ
た

後
、
２
０
１
８
年
１
２
月
に
労
働
組
合
を

結
成
し
ま
し
た
。 
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２ 

雇
用
化
に
向
け
た
交
渉
と
成
果 

 
労
働
組
合
の
結
成
後
、
ヤ
マ
ハ
に
対
し

て
、
英
語
講
師
の
雇
用
化
を
求
め
る
要
求

書
を
送
付
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
団
体
交

渉
を
通
じ
て
、
英
語
講
師
の
働
き
方
の
実

態
が
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
問
題
点
、
税

務
上
給
与
所
得
者
と
扱
っ
て
い
る
こ
と
の

問
題
点
を
説
明
し
、
英
語
講
師
全
員
を
雇

用
化
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
続
け
て
き
ま

し
た
。
組
合
側
の
訴
え
に
よ
り
、
ヤ
マ
ハ

側
か
ら
雇
用
化
の
方
針
が
示
さ
れ
、
英
語

講
師
の
雇
用
化
に
つ
い
て
概
ね
合
意
に

至
っ
た
こ
と
か
ら
、
雇
用
化
に
関
す
る
確

認
書
を
作
成
す
べ
く
交
渉
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。 

 

確
認
書
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
と
し

て
ど
う
し
て
も
受
容
で
き
な
い
文
言
が
あ

り
、
調
印
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

２
０
２
１
年
度
中
の
英
語
講
師
の
雇
用
化

に
つ
い
て
は
概
ね
合
意
に
至
っ
て
お
り
、

英
語
講
師
の
雇
用
化
の
道
が
開
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
雇
用
化
の
対
象
（
全
員
を
雇

用
化
す
る
の
か
、
委
任
契
約
の
併
存
を
許

容
す
る
の
か
）
、
雇
用
化
後
の
労
働
条
件

（
正
社
員
と
す
る
の
か
、
給
料
は
ど
の
よ

う
に
計
算
す
る
の
か
、
労
働
時
間
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
）
な
ど
、
労
使
間
で

意
見
の
相
違
が
あ
る
部
分
も
あ
り
、
今
後

も
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

３ 

ユ
ニ
オ
ン
の
状
況
に
つ
い
て 

 

結
成
大
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
メ
デ
ィ

ア
に
組
合
結
成
を
報
道
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
記
者
会
見
を
通
じ
て
い
く
つ
か
の
メ

デ
ィ
ア
に
組
合
結
成
を
報
道
い
た
だ
い
た

こ
と
を
皮
切
り
に
、
全
国
の
英
語
講
師
か

ら
加
入
の
依
頼
が
あ
り
、
順
調
に
組
員
数

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
結
成
か
ら
約
１
年

半
で
す
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全

国
の
英
語
講
師
が
加
入
し
て
お
り
、
組
合

員
数
は
全
講
師
の
１
割
を
超
え
ま
し
た
。 

全
国
の
英
語
講
師
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

に
積
極
的
に
意
見
を
投
稿
し
、
組
合
員
間

の
交
流
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
や
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
は
、
団
体
交

渉
の
報
告
や
文
字
起
こ
し
が
共
有
さ
れ
、

全
国
の
組
合
員
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

意
見
を
発
信
す
る
な
ど
、
非
常
に
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

労
働
組
合
の
Ｈ
Ｐ
の
開
設
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
、
広
報
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。 

４ 

最
後
に 

 

現
在
、
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
実
態
が
労

働
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
負
や
委

任
と
扱
わ
れ
る
問
題
や
、
過
重
労
働
・
低

報
酬
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
労
働
組
合
を
通
じ
た
交
渉
は
、
こ
れ

ら
の
問
題
の
解
決
手
段
と
し
て
有
効
で
す

が
、
そ
の
こ
と
が
十
分
に
社
会
に
共
有
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の

ヤ
マ
ハ
英
語
講
師
の
行
動
を
通
じ
て
、
労

働
組
合
を
通
じ
た
働
き
方
を
改
善
の
意
義

に
つ
い
て
社
会
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

◇最近のニュース報道から 

・英語教室講師と雇用契約へ    
 NHK-TV-News 2020/ 6/ 8 

・ヤマハ英語講師 コロナ休

業補償ほとんど受けられず 
 ABC-TV-News 2020/ 6/ 8 

・補償ほぼなし講師生活苦 

   しんぶん赤旗 2020 /6 /2 

・講師に雇用制度導入 

・私たち労働者じゃないの？ 

   朝日新聞 2020/ 6/ 4 
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労
働
相
談
報
告 

 

 
～
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
と 

 
 

パ
ワ
ハ
ラ
関
連
に
つ
い
て
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
出 

茂 

理
事 

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
労
働
相
談

に
つ
い
て 

 

か
ね
て
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

「
自
宅
待
機
」
な
ど
の
相
談
が
相
次
い

だ
。
か
つ
て
の
相
談
者
が
「
相
談
先
」
と

し
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
事
例
が
相
次
い

だ
こ
と
も
あ
り
、
東
京
、
静
岡
、
岐
阜
な

ど
か
ら
も
相
談
が
相
次
い
だ
。
い
く
つ
か

の
案
件
に
つ
い
て
、
休
業
手
当
の
支
払
い

に
応
じ
さ
せ
た
り
、
会
社
の
財
務
諸
表
を

提
出
さ
せ
た
う
え
で
６
割
以
上
の
補
償
を

獲
得
す
る
な
ど
の
成
果
を
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
遠
隔
地
の
相
談
者
に
は
「
要
望

書
」
な
ど
を
書
い
て
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
自

分
た
ち
で
交
渉
し
て
成
果
を
あ
げ
る
な

ど
、
う
れ
し
い
結
果
を
報
告
し
て
い
た
だ

い
た
。 

２ 

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
労
働
相
談
に

つ
い
て 

 

２
０
２
０
年
６
月
１
日
か
ら
「
パ
ワ
ハ

ラ
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
今
回
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
労
働
相
談
を
ま
と
め

て
報
告
す
る
。 

（
１
）
私
が
（
ユ
ニ
オ
ン
を
通
じ
て
団
交

を
し
た
が
決
着
が
つ
か
ず
）
か
ね
て
よ
り

支
援
す
る
裁
判
に
も
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
り

「
鬱
病
」
を
発
症
し
た
案
件
が
あ
る
。
現

在
も
、
こ
の
八
尾
市
に
あ
る
介
護
会
社

「
株
式
会
社
分
福
」
と
裁
判
中
で
あ
る
。 

（
２
）
今
回
、
未
払
い
残
業
代
の
時
効
の

関
係
で
、
い
き
な
り
裁
判
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
案
件
が
あ
る
。
こ
の
新
た
に
提
訴

す
る
こ
と
に
な
っ
た
案
件
も
、
も
と
を
た

だ
せ
ば
、
就
業
中
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
遠
因
と

な
っ
て
い
る
。
「
ど
う
し
て
も
許
せ
な

い
」
「
一
矢
報
い
な
い
と
前
へ
進
め
な

い
」
と
い
う
当
事
者
の
強
い
思
い
か
ら
裁

判
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
相
手
は
飲
食

会
社
「I

社
」
で
あ
る
（
当
事
者
が
会
社
名

の
公
開
を
希
望
せ
ず
）
。 

（
３
）
ま
さ
に
進
行
形
で
、
当
事
者
か
ら

残
業
代
未
払
い
と
パ
ワ
ハ
ラ
で
団
体
交
渉

中
の
会
社
が
あ
る
。
大
阪
市
西
区
に
本
社

が
あ
る
「
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
」
（
ス
ー

パ
ー
コ
ー
ト
）
で
あ
る
。 

 

実
は
、
東
京
で
も
、
支
配
人
を
し
て
い

た
方
ら
が
解
雇
を
さ
れ
て
い
る
。
「
首
都

圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
」
が
支
援
し
て
、
解
雇

撤
回
、
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
を
求
め

て
、
東
京
地
裁
に
提
訴
を
し
た
。
東
京
の

支
配
人
ら
の
案
件
は
朝
日
新
聞
（
２
０
２

０
年
５
月
２
８
日
）
な
ど
で
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 

 

大
阪
の
当
該
に
よ
る
と
、
こ
の
会
社
で

は
残
業
代
は
月
４
５
時
間
し
か
支
払
わ
れ

ず
（
３
６
協
定
が
残
業
時
間
の
規
制
と
し

て
で
は
な
く
残
業
代
支
払
い
の
規
制
と
し

て
機
能
し
て
い
る
）
、
長
時
間
労
働
や
パ

ワ
ハ
ラ
に
よ
る
鬱
病
が
多
発
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
く
し

く
も
、
東
京
（
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
）

と
大
阪
（
地
域
労
組
お
お
さ
か
）
で
、
同

時
に
争
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
思
い

出
す
の
は
「
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
」
（
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
）
と
争
議
を

行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
時
も
、

東
京
で
も
争
議
中
で
、
首
都
圏
青
年
ユ
ニ

オ
ン
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
厚
生
労
働

省
を
も
巻
き
込
ん
で
、
勝
利
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
首
都
圏
の
健
在
ぶ
り
を
心
強
く
思

い
、
大
阪
で
も
頑
張
ろ
う
と
思
う
。 
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（
４
）
現
在
、
検
討
中
の
案
件
は
、
残
業

代
は
４
５
時
間
ど
こ
ろ
か
全
く
支
払
わ
れ

て
い
な
い
。
残
業
代
も
休
日
出
勤
手
当
も

支
払
わ
れ
な
い
会
社
で
「
も
の
す
ご
く
長

時
間
残
業
を
し
て
い
る
社
員
」
と
「
そ
こ

そ
こ
長
時
間
残
業
を
し
て
い
る
社
員
」
と

の
間
に
「
不
平
等
」
を
生
じ
て
い
る
の
が

気
に
食
わ
な
い
が
ご
と
く
、
「
そ
こ
そ

こ
」
に
対
す
る
、
明
白
な
嫌
が
ら
せ
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
発
言
た
る
や
「
土
日
も
働
け
」

「
土
日
に
何
を
し
て
い
る
か
５
分
単
位
で

報
告
し
ろ
」
「
給
料
を
減
ら
す
」
（
当
該

の
年
収
は
手
取
り
で
２
４
０
万
円
前
後
）

と
か
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
あ
る
。
厚
労
省

や
法
の
基
準
に
照
ら
し
て
も
明
白
に
優
越

的
地
位
を
背
景
に
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

該
当
す
る
。 

 

こ
の
案
件
が
悪
辣
な
の
は
、
違
法
行
為

（
＝
残
業
代
未
払
い
）
に
よ
っ
て
生
じ
る

「
不
平
等
」
を
、
別
の
違
法
行
為
（
＝
パ

ワ
ハ
ラ
）
に
よ
っ
て
覆
い
隠
そ
う
と
し
て

い
る
と
捉
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。 

（
５
）
２
０
２
０
年
６
月
１
日
か
ら
「
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。 

 

優
越
的
地
位
を
背
景
に
し
て
、
「
世
間

一
般
や
裁
判
上
で
は
決
し
て
通
用
し
な
い

理
屈
」
を
「
社
内
」
や
「
部
分
社
会
」
で

振
り
ま
い
て
、
あ
た
か
も
自
分
は
訴
え
ら

れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
者
も
多
い
と
思
わ

れ
る
。 

 

確
か
に
、
業
界
や
団
体
ご
と
の
事
情
も

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
（
厳
格
な
要
件

を
満
た
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
）
や
、

残
業
代
不
払
い
（
労
基
法
違
反
の
犯
罪
で

あ
る
）
や
パ
ワ
ハ
ラ
が
許
さ
れ
て
よ
い
は

ず
も
な
い
。 

 

「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
」
も
施
行
さ
れ

た
。N

P
O

に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談
は
、
個

人
加
盟
ユ
ニ
オ
ン
や
弁
護
士
ら
と
も
協
力

し
て
、
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

 

よ
り
一
層
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
は
個
人
の
尊

厳
を
害
す
る
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
当
た

り
前
の
認
識
を
、
社
会
に
広
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

★ＨＰに労働相談コーナーができました★          脇山美春 弁護士 
 働き方ＡＳＵ－ＮＥＴのホームページがリニューアルしました！大きく変わったとこ
ろをご紹介いたします。 
（１）「だれでも労働相談」 
 事務局が、自分のかかわった事案や、その時々に発生している労働問題について、役
に立つ記事をアップしています。たとえば４月は、「コロナ労働相談」として、新型コ
ロナウイルス流行に伴って生じた労働問題にアドバイスする記事を更新しました。今後
も労働法の基本的な知識や、判例解説などを随時アップロードしていく予定です。 
（２）「だれでも労働相談フォーム」 
 また、「だれでも労働相談」のページには、「だれでも労働相談フォーム」が設けら
れています。このフォームを使えば、ＡＳＵ－ＮＥＴに対し、メールで労働相談をする
ことができます。記事を見たうえで疑問に思われたことでも、記事になっていないけど
相談したことでも、相談内容は何でもＯＫです。 
 はたらく人が、気軽に労働相談できる場としていきたいと思います。 
 生まれ変わったＨＰ、ぜひ覗いてみてください♪  
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緊急声明 守口市学童保育指導員の雇止めは許されません！ 

 守口市が民間委託した株式会社「共立メンテナンス」から、この3月に

雇い止めされた学童保育指導員10名が、5月15日、大阪地裁に雇い止め

の無効確認と損害賠償を求める訴えを提起しました。 

 新型コロナ危機の中で、改めて「学童保育」は社会を維持していくた

めになくてはならない施設であることが認識され、子どもたちのいのち

と安全を守り、保護者の就労を保障している指導員の仕事が再評価され

ています。このような時に、これに逆行する守口市学童保育指導員の雇

止めは大きな衝撃でした。 

 「雇止め」された10人の指導員は7年から35年勤続という知識と経験

を積んだベテランばかりです。子どもや保護者からも厚い信頼を得て、

守口市の公設公営で実施されていた時から働き続け、2019年4月に「共

立メンテナンス」に民間委託されてもその経験を生かして保育に当たっ

てきました。公共業務を、利益を生み出すことを目的とする営利企業に

安易に委託することによって、さまざまな問題が出てきます。現場では

子どもたちを主体とする保育を実践したい指導員は苦労しながらも会社

に意見や改善を提案したり、労働組合として団体交渉の申し入れもして

きましたが、団体交渉は一切拒否し、大阪府労働委員会が「団体交渉拒

否は不当労働行為」として団交応諾、ポストノーティス命令を出しまし

た（2020年4月22日）。しかし、「共立メンテナンス」は、新学期直前

の3月に「雇止め」を通告してきました。 

 この「共立メンテナンス」は東大阪市の学童保育を受託している時も

同じように労働組合を敵視して団体交渉に応じず大阪府労委より和解命

令を受けています（2015年）。このような不当労働行為を繰り返す会社

であることが明らかになったにもかかわらず、これに委託契約した守口

市の責任も問われなければなりません。「守口学童保育指導員労組を支

援し学童保育の充実を求める会」は、2020年3月3日、守口市長に対して

継続雇用を求めて要望書を提出しています。 

 公務公共労働に従事する労働者には、継続性と専門性が担保できる雇

用の安定と仕事に専念できる処遇が必要です。不安定で劣悪な処遇に声

を挙げれば「雇止め」を強行するこのような企業に公共サービスを受託

する資格はありません。 

 NPO法人働き方ASU-NETは今後もこの裁判に注目していくと共に、子ど

もと保護者のために、不当に雇い止めされた指導員たちが一日も早く職

場復帰できることを求めます。 

 ２０２０年５月１８日 

 NPO法人 働き方ASU-NET 代表 岩城 穣 

  代表 脇田 滋 

  副代表  川西玲子 
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□編集後記 
「季刊誌ＡＳＵ－ＮＥＴ」第１５号をおくります。今回も久しぶりの発行となりま
した。特集を「コロナ禍と働き方」としました。 
「ワーク・ライフ・バランス」と言われて久しいですが、森岡孝二さんは、ワークと
ライフを分けるのはおかしい、と批判されていました。ライフの中にワークはあ
り、ワークはライフの一部であって、それを切り離すことはできない、と。 
今、「新しい生活様式」が叫ばれていますが、では「新しい生活様式」の中で、 
働き方はどうなるのでしょうか。「テレワーク元年」ともいえる環境で、実際の 
働き方はどうなっているのか。この特集の中で、「新しい働き方」が追及されてい
るかどうか、依然として働く人たちに「古い働き方」を強いている現状が書かれて
います。「新しい生活様式」の中で、働く人に寄りそう「新しい働き方」は何か、
私たちは注視していきます。               （記：髙田好章） 

◇働き方ASU-NETのホームページを4月8日にリニューアルしました 
2008年5月5日にホームページを開設以来、「連続エッセイ」はじめ多くの記事を森岡

孝二さんが書かれました。脇田滋さんが「連続エッセイ」を書き継いでいます。 

この度のリニューアルでは、森岡孝二さんの記事をアーカイブとして「森岡孝二の部

屋」に収め、記念誌・ビデオ・録音などの関係資料も収集しています。 

リニューアル後、「働き方ASU-NET」からの情報と活動発信の場として、多くの方々

が毎日閲覧し、注目を集めています。今後も、書き手を多くし、働き方情報・労働相

談を充実します。ぜひご覧ください。会員の皆様のご意見をお願いします。 

https://hatarakikata.net/  ※URLが、セキュリティ強化で変更されています  


